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【事例①】点火プラグ不良でエンジン起動不能となった事例 

プレジャーボートＡ丸(2名乗船)は、朝に出港し、場

所を変えながら昼過ぎまで釣りを楽しみ、帰港しようと

エンジンを始動させたところ、スターターは回るものの

起動せず、航行できなくなりました。 

海上保安庁118番へ救助を求め、巡視船が曳航し、

Ａ丸は無事救助されました。 

 

 

【事例②】燃料への水分混入でエンジン停止した事例 

プレジャーボートＢ丸(４名乗船)は、午前中に出港し、

場所を変えながら夕方まで釣りを楽しみ、帰港しようとエ

ンジンをかけ、一旦は起動したものの、すぐに停止し、そ

の後エンジンがかからなくなり、航行できなくなりまし

た。 

海上保安部へ救助を求め、巡視船が曳航し、Ｂ丸は無事

救助されました。 

原因 

事例①のエンジンが起動不能となった原因は点火プラグの不良でした。 

 

 

 

 

 

事例②のエンジン停止の原因は燃料タンク内の水分が燃料に混入したことでした。 

   

日ごろの整備及び出港前の点検をしっかり行いましょう！！ 

 

第七管区海上保安本部 
海の安全推進室 

℡093-331-6395(交通部安全対策課) 

3月、プレジャーボートの機関故障海難が２件発生！ 

当庁救助艇 

空で長期間使用していない場合は、燃料タンク内の空気が

結露して水分が溜まっていることがありますので、燃料タ

ンク内部を清掃しましょう！ 

また、燃料フィルターに溜まった水分は除去しましょう 

点火プラグの電極が劣化し磨耗すると火花が飛

ばなくなりますので、電極を定期的に確認し、

清掃又は早めに交換しましょう！ 

プレジャーボートＢ丸 

日本小型船舶検査機構「メンテナンスガイド」より引用 

燃料フィルター 

プレジャーボートＡ丸 

http://www.kaiho.mlit.go.jp/07kanku/gyoumu/kyunan/marine_anzen_report/


 
 

 

☆「潮干狩りカレンダー２０１７」のご案内☆ 



 



 



 


